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つながるペダルでつながるペダルで　心をつなぐ　心をつなぐ
できるかできないかではなく、やるかやらないか　
周りが線を引かないこと
「親こそ最良の医師」グレン・ドーマン博士の言葉

タンデム自転車NONちゃん倶楽部　津賀　薫

良く顔晴ったね！！ 大翔くん

テレビ愛媛の取材に背中を押され
テレビ愛媛からの取材要請があり、視覚障がいの佐々木さんと共に大翔君の取材がス

タート。それまでは母と2人での参加だったが、初めて父が一緒に参加した。2020年9
月20日「サイクルチャレンジ2020in競輪場」。不連動タンデム自転車の後部座席に座り、
ペダルにガムテープで靴を固定してバンクを走った。

2020年11月18日ペダルが回った～！！
2016年坊ちゃんランランランの体験会場で、初めて

NONちゃん倶楽部と出会った時の大翔君の印象は、根
性のある子だな。それから2020年11月18日個別対応す
る中で、ペダルが回って共に涙した時には、まさかこん
な日が来るとは想像もしていなかった。県庁サイクリング
チームと岡本さんに支えていただき、2021年2月には「車
椅子を持たない遍路旅」にもチャレンジして、これからの
夢報告ができました。

弘法大師のお導き？
2021年3月には「春だ花見だタンデムサイクリング」に初参加。途中お父さんにパ

イロットを交替した時、坂道を上がろうとして転倒するなど、ヒヤヒヤ場面もありま
したが、大翔君のあつい思いを叶えたくなり、パイロットの坂本さんにお願いして、
2021年11月28日思い切って愛媛県障がい者サイクリング大会でしまなみ海道にチャ
レンジしたのです。この時のことは、今でも鮮明に覚えています。

毎回ドキドキの企画
2021年11月14日に陸君との出逢いがあり、2022年9月25日には陸君・梨乃ちゃ

んと３人で再度障がい者サイクリングにチャレンジし、完走できました。言わば先輩
サイクリストとなった大翔君。
陸君の足跡を11ページに書いていますが、共に歩んだこの2年は、パイロットの

伊賀上さんと河上さんなくしては語れない歴史と想いがあります。グレン・ドーマン
博士の「親こそ最良の医師」という言葉が相応しいご両親の道のりであったと思って
いますが、本人の努力をパイロットが否定することなく受け入れてくださったからこ
そ、夢叶えることができたこの人間関係こそが、生きる上での財産であることを学ん
でくれたと思っています。何よりも誇りに思っている愛媛のボランティア精神は、世
界一だと大きな声で叫びたい‼

大翔誕生
平成19年3月30日 妻 美紀20:00 破水
予定日は５月１０日であったが１ヶ月半も早い出産であった。
陣痛促進剤を投与し自然分娩を促すが効果がなく、次第に
大翔の心音が小さくなったことから帝王切開に急遽変更。
母体から取り出した時には大翔は産声をあげず仮死状態で
あったことを聞かされる。看護師の手当により大きな声で産
声を上げたそうだが2,245ｇの「低出生体重児」、「無呼吸
発作」などの症状の為「NICU」に入院。保育器で2カ月間の
入院を余儀なくされる。
黄疸もあり紫外線から目を保護するためガーゼで目を覆う
処置をしている小さな大翔の姿がそこにあった。

脳室周囲白室軟化症？？
病院から退院後美紀が、1歳に満たない大翔をリハビリに
行かそうとする。不審に思う私に美紀が涙ながらに「脳室
周囲白室軟化症」（PVL）脳の一部の壊死による上肢、下肢
などによる運動機能障害であることを私に告る。
美紀と共にかかりつけの病院に確認に行く。小児科の担

当医に脳の伝達組織による足の回復は１％もないと告げら
れる。

ママ友探し
それから家族、主に美紀と大翔との戦いの日々が始まる。
特に美紀は、「34週だったから、障がいが出たんですか？」
との質問に、「36週までお腹にいたら障がいはなかったと思
う」と答えたDr.の言葉で、自分を責めたと後に聞かされた。
失意のどん底から家事をしながら大翔を見つめ、涙する毎日
であった。私が無理さえしなければ、こんなことにはならな

かったと。
そこから気持ちを奮い立たすため、美
紀は、まず大翔と同じ病気を持つママ
友を見つけ情報共有に奔走する。その時
「くれよん」という施設を見つけその中
で知り合ったママ友達と交友を持つこと
で心にゆとりが生まれたようだ。そのつ
ながりで知り合ったママ友は、今でも交
流がある。

大翔と美紀の闘病期
責任を感じた美紀は、小さな大翔を連れ

リハビリに明け暮れる毎日。わずか、１歳
にも満たない大翔にアスリートなみの訓練。
時には、足の筋肉が緊張しないように「ボトッ
クス注射」いわゆる「ボツリヌスキン」の筋肉
注射を足に十数本打つ治療。泣き叫ぶ大翔
をなだめる美紀。大翔は途中から涙だけ流
しひたすら我慢強く耐えたそうだ。それでも、
次第に緊張の為、硬化する筋肉。大翔の足
は、踵の形跡がなく「く」の字に曲がったま
まになる。それでも元気につかまり立ちしな
がら「く」の字に曲がった足で飛び跳ねる元
気な大翔であった。
そんな中、当時お世話になっていたリハ

ビリの先生の紹介で「岡山療育センター旭
川荘」にて、「西日本でも指折りである先生の施術により足の
手術を行ってみては」という提案をいただく。美紀は悩むこと
なくその手術を受けることを承諾する。時期を見て大翔が、
小学１年生になる6歳の時に受けると私に伝える。美紀の強
い意志のもと9時間に及ぶ施術を受ける。その施術は両足
約10箇所を切開しての、主要な筋を丁寧に伸ばし緊張した
筋肉を緩める施術である。それにより大翔の足はまっすぐに
伸び、消えていた踵が形成されていた。
美紀から大翔の術後の様子を聞く。術後の壮絶な痛さに
注射嫌いの大翔が痛み止めの注射を懇願し、ひたすら耐え
たそうである。 退院後、睡眠時まっすぐな足が曲がらないよ
う特殊な重い補装具を装着し夜も過ごすが、辛さから何度
も外そうとし「カチッ」と音がするたび戒める美紀。
そんな補装具を取り付けて寝る毎日から、解放された時
の大翔の喜びは相当なものだったはず。自由に寝返りできる
喜びで熟睡するようになる。

NONちゃん倶楽部との出会い
美紀の強い思いから人との出会いを引き寄せ、その時、

その時に運命のレールを変える。そして大翔5年生の時
「NONちゃん倶楽部」との出会いがあり今がある。
今の美紀は、当時の自分に言い聞かせる。「これから沢

山の出会いがある。今、失意で流した涙は嬉し涙に変わる
時が来るよ。」と。

久保 大翔 くん　
父 隆史 さん

▲2012年11月22日
初めての歩行器でのマラソン大会

2014年3月19日 リハビリでの立つ練習

▲

（下写真）2014年9月14日 初めての自転車


